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あらまし本報告では、教育活動だけでなく、大学における研究活動、さらには、大学が果た

すべき地域社会に対する役割をも情報通信技術により積極的に支援することを目指す「キャ

ンパスポータル」について述べる。そして、その構築・運用に求められるプラットフォーム

について、北米のJava in Administration SIGにより開発されているuPortal二Pのインプ

リメンテーションについて述べる。
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Abstract This paper describes the concept of campus portal (university-wide informaiton
portal). The campus portal is a kind of one-stop service Web server, and provides students,
faculty, office workers and graduates with all of information and services required in their
campus life. As an implementation of campus portal, we describe the uPortal developed
by Java in Administration SIG in North America.
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1　はじめに

アメリカ合衆国・・カナダを中心に77ヶ国の

2,358(平成13年12月現在)の高等教育機関で使

用されているWebCT(Web Course Tools)は、

遠隔教育用のWBT(Web Based Training)シス

テムとして利用されているだけでなく、オンキャ

ンパス教育の中心である通常の講義において、

予習や復習、課題提出などをインターネットを

通じて行うための非同期な学習環境を学生に提

供する、 e-Learningプラットフォームと.しても

利用されていや。我々は、これまで(l)WebCT

によるコース管理システムの構築、 (2)履修登

録を担う学生情報システムとコース管理システ

ムとの連携、 (3)MPEG2による高品質ビデオオ

ンデマンドシステムとコース管理システムとの

連携、 (4)マルチメディアスタジオの設備整備

及びマルチメディアコースコンテンツ作成支援

組織の立ち上げ、を通じて、遠隔教育だけでな

くオンキャンパスでの通常の教育活動を情報通

信技術により積極的に支援する教育用情報基盤

の整備のための研究開発を行ってきた剛3]。

本報告では、教育活動だけでなく、大学にお

ける研究活動、さらには、大学が果たすべき地

域社会に対する役割をも情報通信技術により積

極的に支援することを目指す「キャンパスポー

タル」について述べる。そして、その構築・運

用に求められるプラットフォームについて、北

米のJava in Administration SIGにより開発

されているuPortal [4]でのインプリグンテ-
シヨンについて述べる。

2　キャンパスポータル,

2.1　概念

キャンパスポータルとは、学生や教官、職

員、卒業生などのその大学の関係者や地域社会

に対して、教育活動や研究活動に必要なすべて

の情報・サービスの提供を行うWebサイト、つ

まり、大学版ワンストップサービスを提供する

webサイトである(図1参照)0

各ユーザは、自分のアカウントを使用して

ポータルにログオンすると、ユーザ共通の情報

(システム主導型情報)が表示されるだけでなく、

各自が複数のチャネルからあらかじめ選択した

情報(ユーザ選択型情報)が随時表示されるとと

もに、大学側からユーザに依存した情報(ユーザ

依存型情報)を提供することもできる。例えば、

学生がログオンすると、その学生が受講してい

る講義に関する課題や休講情報が表示されたり、

その学生が属しているサークル情報やアルバイ

ト情報・就職情報、学内ニ3・-ス、時事ニ,3-

ス、天気予報、交通情報などを単一画面で見る

.こともできる。また、大学事務当局からの呼び

出しや、履修登録、成績証明書発行手続き、学

割申請などの各種手続きを行うこともできる。

講義情報については、 WebCTやBlackboard

などのコース管理システムと連携することによ

り、予習復習だけでなく、レポートやオンライ

ン試験実施などにシームレスにアクセスするこ

とができるようになると、大学の教育活動を支

援する上で重要である。このように、キャンパ

スポータルにより、教育・研究活動に必要不可

欠な様々な情報.リソースやサービス-の統一的

なアクセス手段が提供される。

また、キャンパスポータルでは、大学が果た

すべき地域社会に対する役割をも情報通信技術

により積極的に支援する目的もある。さらに、

キャンパスポータルにより、学部や学科、講座

により縦割り状態になっている大学組織に対し

て、細織横断的かつ統合的な情報及びサービス

を提供できるため、学内組織間の相互作用が促

進され、大学組織の構造変動が生じる可能性が

ある。

2.2　構築、・運用に関して

キャンパスポータルを構築する際の重要な

ポイントは、 (1)ポータルをインプリメントす

るためのソフトウェアの整備、および、 (2)コ

ンテンツを提供するチャネルの整備、に尽きる。

(1)については、各大学でソフトウェアを共同

開発し、仕様を共通化することにより負担を軽



滅しようという取り組みが北米のJavainAd-

ministration SIG (JA-SIG)にて行われている。

次節では、 JA-SIGが作成しているキャンパス

ポータルであるuPortalについて述べる。

3　uPortal

3.1　概要

uPortalは、高等教育機関用のポータルを

作成するためのフレームワークで、 Javaクラ

スのセットおよびXML/XSLドキュメントで

構成される[6]。 uPortalは、 JA-SIG、 Java in

Administration Special Interest Groupが、そ

のメンバである教育機蘭が協力して開発を行っ

ており、無償でリファレンスインプリメンテー

ションとしてuPortalコードが利用可能になっ

ている。

uPortalフレームワークを使用するた-めに

必要なJavaの知識のレベルには、次の3つが

ある。まずは、 (1) 「管理レベル」と呼ばれるも

ので、大学の要求やITインフラストラクチャ

に応じてカスタマイズされたポータルを保守す

るためのレベルである。多くの部分は、 DBMS

やHTTPサーバを管理することによく似てい

る。次が、 (2) 「インプリメンテーションレベ

ル」で、各大学の要求やITインフラストラク

チャに応じてカスタマイズされたポータルを開

発するためのレベルである。そして、 (3) 「コン

テンツ開発レベル」では、実際にコンテンツや

サービスを配信するために、 「チャネル」と呼ば

れる番組(プログラム)を開発するためのレベル

である。これら3つのレベルは、明確に分ける

ことはできず、実際はかなりオーバーラップし

ている。

uPortalは、 Java 2が利用可能なすべてのプ

ラットフォームで実行可能であるJA-SIGのメ

ンバは、 Microsoft Windows、 Solaris、 Linux、

MacOS Xで開発を行っている。

3.2　チャネル

uPortalの各サイトで購読可能なチャネル

は、 uPortalにアクセスできるリレーショナル

データベースのエントリとして記述される[7]。

各チャネルのエントリには、シーケンシャル番

号、チャネルのタイトル、そして、チャネルを



実行するためにuPortalが知っておく必要があ

ることを記述するⅩMLフラグメントが記述さ

れている。チャネルのタイトルは、 「チャネルの

カスタマイズ」ページに表示される。チャネル

によっては、このタイトルはチャネルのタイト

ルバーにも表示されるものもあるし、他のとこ

ろで指定したものがタイトルバーに表示される

場合もある。

XML　フラグメントは図　3のようにな

るO　チャネルはすべてくchannel>で始まり、

く/channel>で終わらなければならない。.チャ

ネルエレメントには、 "minimized"と"class"

の2つの属性があり、 " minimized"が"true"

の場合、ユーザがチャネルをポータル画面に表

示すると、そのチャネルはタイトルバーとして

初期状態では表示され、アイコンをクリックす

ると画面に表示される"minimized"が"false"

の場合、チャネルのコンテンツがはじめから表

示される。

"class"属性には、チャネルをインプリメン

トしているJavaクラスの名前を与える。以下

で述べる3つのuPortalのチャネル(URI一、イン

ラインフレーム、 RSS_ドキュメント、アプレッ

ト)については、そのJavaクラスはuPortalと

ともに提供されるO一方、サーブレットチャネ

ルについては、独自にクラスを記述しなければ

ならない。

チャネルエレメントには、くparameter>エ

レメントを含めることができる。　ベラメータ

エレメントには、チャネルのインスタンスが何

をすべきかたっいて詳しい情報を指定するO各

パラメータエレメントには、 name　と"value"

2つの属性がある'name"はパラメータの名前

で、 "valule"はその値である　Javaクラスは、

与えられた名前のパラメータの値を取得するメ

ソッドを呼び出すことができ、そのJavaコー

ドが何をすべきかをコントロールするためにパ

ラメータの値を使用する。

UR工一チャネル最も簡単なチャネル。通常の

Webページを作成し、そのURLをuPor-

talに登録する　CGIやJSPなどが生成

するWebページの場合は、アクセス時の

パラメータを指定することができる。

RSSドキュメントチャネルRich Site Sum-

mary (RSS)はNetscapeがMy Netscape

ポータル用に開発した標準で、あるサイト

に関して、タイトルと説明文つきのリンク

の一覧を提供するためのものである。

アプレットチャネルアプレット(ユーザのブラ



ウザ内で実行されるJavaプログラム)とし
て提供されるチャネル。

サ~アプレットチャネルサーブレット(サーバ

側で実行されるJavaプログラム)として

提供されるチャネル。サーブレットチャネ

ルを作成する場合は次のステップに則って

作成する(1)ポータルウインドウにどう

いう情報を表示したいか決める(2)XM-

Lとしてその情報をどう表現するかを決め

る(3)場合によっては、 ⅩMLを記述する

DTD(Document Type Definition)を書く。
(4)Javaコードを書く　GenericPortalBean

クラスを拡張し、 IXMLChannelインター

フェースをインプリメントする。チャネル

ウインドウに表示したい情報をⅩMLとし

て出力する(5)XSIJスタイルシートを書

き、 Javaコードが出力するⅩMLを、ユー

ザが使用する様々なデバイスに表示するた

めのHTML -変換する。

3・3　インプリメンテーションの一例

uPortal 1.5 (開発コード名Destin )により

作成したポータル画面のスナップショットを図4

に示すo画面は大きく分けて、 -ツダ領域( 「名

古屋大学」の文字がある部分)、ボディ領域(複

数のフレームが表示されている部分)、フッタ領

域(図では隠れて見えない)で構成されるOポー

タル側で用意されているチャネルはユーザごと

にどのチャネルをどこにどの大きさで購読する

かを設定できる(図5の左)。各フレームは、フ

レーム窓の右上のボタンにより縮小表示(タイ

トルバー化)、別のウインドウでの表示、削除が

行える。チャネルの出版の権限があるユーザの

場合は、 RSS、 HTM工へインライン、アプレッ

トのチャネルのユーザ-の提供(出版という)を

ウイザードに従って行える(図5の右)0

4　まとめ

本報告では、教育活動だけでなく、大学にお

ける研究活動、さらには、大学が果たすべき地域

社会に対する役割をも情報通信技術により積極

的に支援することを目指す「キャンパスポータ

ル」について述べると伴に、その構築・運用に求

められる技術について、 Java in Administration

SIGにより開発されているuPortalによるイン

プリメンテーションの一例を示したO

今後は、 (l)uPortalの日本語化、 (2)牌読で

きるチャネルの整備、.(3)WebCTとの連携、 (4)

認証システムとの連携、を進め、試験的な運用

を行う(2)については、新聞社などとも連携

し、キャンパスポータルでの情報提供のあり方

を検討するoそして、本研究を通じて、 (1)学

内の様々な情報リソースやサービスをキャンパ

スポータルに統合する際の技術的な問題点や、

(2)キャンパスポータルの運用に関する政策臥

な課題を明らかにし、 (3)キャンパスポータル

を基盤とした学内コミュニティの相互作用に関

する研究、 (4)キャンパスポータルを通じた地

域コミュニティとの相互作用に関する研究、を
行う予定である。
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